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分　　　類 一　般　名 商　品　名 剤　　型 特　　　徴






























キャンディン系 ミカファンギン ファンガード® 注射剤 カンジダ属には殺菌的に作用するが，アスペルギルス属には
静菌的作用にとどまる．相互作用の設定が無いなど，安全性
は比較的高いと言われている．

















キニジン × × ×
ベプリジル ×
ジソピラミド △

























リファンピシン △ △ △ ×










リトナビル △ △ △ △ ×
インジナビル △ △
ダルナビル △















× × × × ×
ピモジド × × ×
ブロナンセリン ×
ジアゼパム △ △ △






カルバマゼピン △ △ ×
フェニトイン △ △ △ △ △
セレギリン △ △
























































































シクロスポリン △ △ △ △ △ △ △
タクロリムス水和物 △ △ △ △ △ △ △
頭部放射線療法 △ △
放射線照射 △
































































経口避妊薬 △ △ △
非脱分極性筋弛緩剤（塩化ツボクラリン，塩化パンクロニウム等） △ △
ミダゾラム △ △ △ △




×：併用禁忌　 △：併用注意　 ※１：注射剤のみ　 ※２：注射剤および経口用ゲル
